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１本書は、新潟市埋蔵文化財センター（以下「センター」）が平成1３（2001）年度に実施した事業の概要についてま

とめたものである。平成1２（2000）年度までは発掘調査の報告だけ掲載していたが、今後はセンターの活動を総合的

に公開する必要があると判断し、内容の変更を図った。これに伴い書名も「新潟市埋蔵文化財調査年報」とした。

２本書の執筆はセンター職員の渡逼ますみ・匿野耕造・諌山えりか.朝岡政康・森良子・土佐夕美子が分担し、編集

を匿野が担当した。

３本書で使用した写真は全てセンター職員が撮影した。

４本書に掲載した調査地位置図などは原則として2,500分の１国士基本図を使用している。

５各種調査に際しては関係者各位に多大な御理解と御協力、また有益な御指導を得ている。ここに記して厚くお礼申

し上げます。
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歴史文化施策の総合企画及び調整に関する事項

文化財愛護の普及及び啓発に関する事項

文化財の調査及び保護に関する事項

文化財保護審議会に関する事項

歴史文化施設の整備に関する事項

郷土資料館に関する事項

埋蔵文化財センターに関する事項

１沿革

新潟市埋蔵文化財センター（以下「センター」）は、主として埋蔵文化財の保存と活用を図り、市民の埋

蔵文化財に対する認識を深め、市民文化の向上に資することを目的として、平成７（１９９５）年４月に機関

設置された。建物は平成５（１９９３）年度をもって廃校となった新潟市立太郎代小学校の校舎を改修して使

用している。主な沿革は以下のとおりである。

平成７年４月１日：新潟市埋蔵文化財センター条例施行。当初の職員体制は所長（嘱託）１，文化財専門

員２、嘱託２，臨時職員２であった。

平成７年６月２日：開所式開催（出席者65名）

平成１１年４月１日：組織改正に伴い、所管課が教育委員会生涯学習部生涯学習課から市長部局の総務局国

際文化部歴史文化課に変わるとともに、教育長の所管事務である埋蔵文化財保護を補

助執行することとなる（根拠法令：地方自治法第１８０条の７）。

２施設の概要

本体：鉄筋コンクリート３階建（1,622.98㎡）

主な用途：事務室（庶務などの事務を行う。63.36㎡）

整理室（出土品の整理などを行う。63.36㎡）

収蔵室（出土品を収蔵する。678.67㎡）

図面・写真庫（図面・写真を収蔵、写真撮影も行う。31.68㎡）

展示室（主な出土品を展示する。31.68㎡）

倉庫（調査機材等を収納するプレハブ。２棟合計１０５．１３㎡）

３機構について

概略は下図のとおりである。

国際文化一Ｉ

企画・文化財係

Ｉ新潟市埋蔵文化財センターの概要
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黒埼常民文化史料館に関する事項

課の庶務に関する事項

埋蔵文化財の調査及び研究に関する事項

壁返止旦些_と_2二

鴎軒慨
（２）埋蔵文化財及び埋蔵文化財に関する資料の収集、保存、公開及び活用に関する事項

（３）埋蔵文化財についての知識の普及及び保護意識の啓発に関する事項

（４）施設、設備等の維持管理に関する事項

（５）埋蔵文化財センターの庶務に関する事項

図Ｉ‐３‐１機構図

なお、埋蔵文化財に係る開発事業に関しては、１次的な窓口を企画・文化財係に置き、遺跡の有無に関す

る問い合わせなどに対応している。ただし、試掘や範囲確認調査が予想される事案に関しては全てセンター

が担当する。また、事業規模が極めて大きいなどの理由で関係各機関等と調整を図る必要がある場合、企

画・文化財係とセンターとが適宜共同で協議・調整にあたることにしている。
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表Ⅱ－１－１新潟市の遺跡（平成１４年３月３１日現在）
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図Ⅱ－１－１新潟市周辺の地形と遣跡（１／100,000）
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発掘

１概要

(1)予算

平成１３年度埋蔵文化財センター関連の予算及び決算額については下表に示した。

表Ⅱ‐１‐２センター関連事業の予算及び決算

（２）発掘調査

平成１３年度は本格発掘調査がなく、開発に先立つ試掘・範囲確認調査のみ実施した。詳しくは「２

調査」及び下表に記した。また、調査地の位置については図Ⅱ-1-1および表Ⅱ－１－１を参照されたい。

Ⅱ平成１３（2001）年度事業

（３）整理作業

東囲遺跡（平成1２（2000）年度発掘調査）の整理作業を実施した。本年度と平成１４（2002）年度の２ケ

年で作業を完了し、発掘調査報告書を刊行する予定である。また、的場遺跡・小丸山遺跡・緒立遺跡の出土

品再整理を合わせて行った。詳細は「３整理作業」に記した。

表Ⅱ‐１‐３平成１３年度新潟市埋蔵文化財調査等一覧

４－

事業名 予算額 決算見込額(※） 増減 特定財源ほか 備考

管理事務 6,712,000 5,820,267 ▲891,733

市内遺跡範囲等確

認調査
6,192,000 5,518,469 ▲673,531

文部科学省補助対象経費5,000,000円のうち

国庫補助2,500,000円（50%）

県費補助1,250,000円（25%）

出土遺物保存処理 8,650.000 8,625,897 ▲２４，１０３

新潟県緊急地域雇用対策基金より5,000,000円

(１００%）

文部科学省補助対象経費3,625,000円のうち

国庫補助1,812,000円（50%）

県費補助906,000円（25%）

出土品整理・活用 7,000,000 6,972,000 ▲28,000 新潟県緊急地域雇用対策基金より7,000,000円

黒埼地区埋蔵文化

財整理
1,931,000 1,663,000 ▲268,000

緒立遺跡（C地点）出土品等の整理

(歴史文化課予算）

市場周辺遺跡発掘

調査
13,000,000 12,807,401 ▲192,599 東囲遺跡の整理（土木企画課予算）

遺跡名（遺跡番号）・地名 原因 協議開始
57条の２

・３提出

県教委か
らの通知

58条の２ 調査期間
調査結果及び

遺跡の取扱い

試
掘
・
確
認
調
査

木山遺跡（42）

内野西土地区画整理事業予定地

道下遺跡（99）

大薮遺跡（41）

大道外遺跡（92）

猿ケ馬場Ａ遺跡（15）

丸山遺跡（13）

城山遺跡（28）

北浦原Ｂ遺跡（71）

黒埼南部地区統合小学校建設予定地

作業小屋建設

土地区画整理事業

移動通信用無線基地局の設置

移動通信用無線基地局の設置

宅地造成

駐車場造成

個人住宅建設

公園造成

作業小屋建設

学校建設

Ｈ１2.11.14

Ｈ１3．２．１５

Ｈ１3．３．１

Ｈ１3.4.4

Ｈ１3.5.23

Ｈ１3．８．１０

Ｈ１3．８．１５

Ｈ１2．７．１１

Ｈ１3．８．３１

Ｈ１3．５．１０

Ｈ１2.11.14

Ｈ１3．３．１

Ｈ１3.4.4

Ｈ１3．７．２５

Ｈ１3．８．１５

Ｈ１3．８．３１

Ｈ１3．２．２２

Ｈ１3．３．１４

Ｈ１3.5.23

Ｈ１3．１１．６

Ｈ１3．９．１０

Ｈ１3．９．１４

Ｈ１2．１１．１５

Ｈ１3．４．１９

Ｈ１3．４．１０

Ｈ１3．

Ｈ１3．６．１

Ｈ１3．７．２５

Ｈ１3．８．１５

Ｈ１3．９．４

Ｈ１3．９．１１

Ｈ１3．９．７

Ｈ１3．４．１１

Ｈ１3.4.23～2７

Ｈ１3．４．１３．１９

Ｈ１3.4.4

Ｈ１３．６．４～７

Ｈ１3．７．３０

Ｈ１3．９．２５

Ｈ１３．９．４～2２

Ｈ１3．１０．９

Ｈ１３．１０．９～1５

遺跡かからず◎

本文参 ◎

本文参照。

遺跡かからず０

遺跡かからず。

遺跡かからず。

遺跡かからず◎

本文参 ◎

遺跡かからず０

遺跡かからず０

立
会
い
調
査

古屋敷遺跡（31）

茨曽根遺跡（57）

岡山の石仏（１０９）

露天駐車場

道路

下水道工事

Ｈ１3．４．６

Ｈ１3．８．２３

Ｈ１3.12.25

Ｈ１3．８．２３

Ｈ１3．８．２８

Ｈ１3.12.26

Ｈ１3．９．１１

Ｈ１3．９．１１

Ｈ１4．１．２５

Ｈ１3．９．２５

Ｈ１3.10.30

Ｈ１3.12.26 遺跡かからず◎



（４）出土遺物保存処理

国・県の補助を得て、山木戸遺跡及び緒立遺跡（Ｃ地点）出土木製品の保存処理を外部業者に委託した。

また、山木戸遺跡ほか出士の木製品について、保存処理前の図化を、同じく外部業者に委託して実施した。

｢４出土遺物保存処理」に詳しく記した。

（５）普及活動

歴史文化課全体の事業である「にいがた歴史塾」の一環として、市民を対象に遺跡見学会などを実施した。

また、センター見学者に対する説明や、郷土史研究団体等の要請に応じて各種講演を行った。「５普及活

動」に詳しく記した。

(6)その他

職員の資質向上や情報収集のため、先進地視察や各種研修会への出席も積極的に行った。各種会議への出

席も含め、詳しくは下表のとおりである。

研修内容・出張先等 年月日 出張者 備考
●

奈良文化財研究所飛鳥藤原京調査部（奈良県橿原市） Ｈ１３．５．１５～1６ 諌山えりか 出土遺物の調査・分析のため

･元興寺文化財研究所（奈良県生駒市）

市町村文化行政事務担当者研修会（県庁） Ｈ１3.5.31～６．１ 唐野耕造・朝岡政康 主催：新潟県教育庁

新潟県立歴史博物館（長岡市） Ｈ１3．７．１９ 諌山えりか 保存処理済遺物の展示・管理について視察

埋蔵文化財担当職員実務研修遺跡写真撮影研修 Ｈ１3．７．２７ 諌山えりか 主催：新潟県教育委員会

(荒川町宮の腰Ｃ遺跡）

所沢市埋蔵文化財調査センター・東松山市埋蔵文化財 Ｈ１３．８．９～１０ 腐野耕造 先進地視察

センター・川本町出土文化財管理センター（埼玉県）

ホームページ作成研修（市役所） Ｈ１3．８．２８ 麿野耕造 主催：新潟市

富山県小矢部市桜町遺跡ほか Ｈ１3.11.7 諌山えりか 主催：市公園水辺課蔵岡公園にかかる視察

関東甲信越静地区埋蔵文化財担当職員共同研修協議会 Ｈ１3.11.21～2２ 朝岡政康 主催：関東甲信越静地区埋蔵文化財担当職員共

(千葉市） 同研修協議会・千葉県教育委員会

埋蔵文化財担当職員等講習会（埼玉県さいたま市） Ｈ１4.1.17～１８ 麿野耕造 主催：文化庁

表Ⅱ‐１‐４平成13年度センター職員が参加した研修・視察一覧

内容・開催地等 年月日 出席者 備考

積算基準に関する検討会（県庁） Ｈ１3．４．１３ 麿野耕造 主催：新潟県教育庁

五市中東西蒲埋蔵文化財担当者連絡協議会（万代市民会館） Ｈ１3．４．２６ 庚野耕造

発掘調査の積算基準に関する検討会（県庁） Ｈ１3．６．１ 麿野耕造 主催：新潟県教育庁

蔵岡公園協議 Ｈ１3．６．１３ 麿野耕造 市公園水辺課ほかとの協議

蔵岡公園協議 Ｈ１3．６．１９ 麿野耕造 市公園水辺課ほかとの協議

文化財保護審議会 Ｈ１3．６．２７ 細川所長・麿野耕造 主催：新潟市教育委員会

蔵岡公園協議 Ｈ１3．７．４ 麿野耕造 市公園水辺課ほかとの協議

発掘調査の積算基準に関する検討会（県庁） Ｈ１3．７．６ 麿野耕造 主催：新潟県教育庁

五市中東西蒲埋蔵文化財担当者連絡協議会（新津市地域学園） Ｈ１3．９．２８ 麿野耕造

文化財保護審議会（市役所） Ｈ１3．１０．１ 細川所長・庚野耕造 主催：新潟市教育委員会

蔵岡公園設計作業検討委員会（亀田郷土地改良区大江山工区） Ｈ１3．１０．５ 麿野耕造

蔵岡公園協議 Ｈ１3.11.16 麿野耕造 市公園水辺課ほかとの協議

蔵岡公園設計作業検討委員会（亀田郷土地改良区大江山工区） Ｈ１3.11.22 麿野耕造

蔵岡公園設計作業検討委員会（亀田郷土地改良区大江山工区） Ｈ１3.12.18 麿野耕造

新潟市都市計画審議会幹事会（市役所） Ｈ１4．１．２９ 麿野耕造 蔵岡公園関係

新潟市都市計画審議会（白山会館） Ｈ１4．２．５ 麿野耕造 蔵岡公園関係

表Ⅱ‐１‐５平成13年度センター職員が出席した会議一覧
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写真Ⅱ‐２‐１木山遺跡調査地全景（南から）

きやま

（１）木山遺跡範囲確認調査

調査地：木山字前田858番２調査面積：１２．０㎡（調査対象面積661.0㎡の約1.8％）

調査期間：平成１３年４月１１日㈱調査担当：匿野耕造

遺跡の概要木山遺跡は、市内赤塚地区の御手洗潟北岸からのびる新砂丘Ⅱ－ｂ列の南斜･面上に立地してい

る。昭和４３（１９６８）年までには遺跡であることが知られており、昭和５４（1979）年度に新潟市教育委員会

(以下「市教委｣）が実施した分布調査でも中世の遺物が採集されることが判明している。平成８（1996）

年度・平成９（１９９７）年度に範囲確認調査が実施されたが、遺構・遺物は検出されていない。なお、今回

の調査地（図Ⅱ‐２‐１中の①）は平成９年度調査地（図Ⅱ‐２‐１中の②）の西隣となる。

調査に至る経緯地権者による農作業小屋建設に係る発掘届に対し、新潟県教育委員会（以下「県教委｣）

から確認調査の指示があったため、地権者の協力を得て実施した。

調査の方法及び結果調査対象地内に２ｍ×２ｍの試掘坑を３ケ所設定した。それぞれ０．１㎡級の小型バッ

クホーで現地表面下２ｍに達するまで慎重に掘り下げ、遺構・遺物の有無の確認を行った。いずれの試掘坑

でも最下底は明青灰色のシルトであり、その上に粘土、表層には後世に盛られた砂が堆積していた。遺構・

遺物は一切検出されなかった。

まとめ調査地は木山遺跡の周知範囲内であるが、今回の開発にあたっては全く問題ないと判断された。

６－

図Ⅱ‐２‐１調査地周辺図（Ｓ＝1／3,000）

写真Ⅱ‐２－２木山遺跡試掘抗調査終了状況

２発掘調査
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うちのにし

（２）内野西土地区画整理事業予定地試掘調査

調査地：内野潟端２３２２－１ほか調査面積：828.0㎡（調査対象面積271,680.0㎡の約0.3％）

調査期間：平成１３年４月２３日(月)～２７日㈱調査担当：鹿野耕造

調査地の概要調査地は新砂丘Ⅲの南側に広がる沖積地であり、北東側で内野潟端Ｂ遺跡と隣接している。

調査に至る経緯「内野西土地区画整理事業」に先

立つ埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成

1１（１９９９）年度から事業者及び市の担当課と文化

財保護側とで協議してきた結果、①事業予定地の一

部は内野潟端Ｂ遺跡の隣接地であるため、発掘届を

提出して県教委からの指示に従うこと、②その他の

部分も遺跡の有無を確認するための試掘調査を行う

こととし、関係者相互で同意した。なお①について

は平成１２（2000）年度末に確認調査を実施した。 零…霧鰯黒、騒騒鴬

写真Ⅱ‐２‐３内野西土地区画整理事業予定地内

試掘調査地（Ｄ区北東から）

図Ⅱ‐２‐２内野西土地区画整理事業予定地全体図（Ｓ＝1／5,000）

Ａ～Ｃ：平成12年度調査地，．Ｅ：平成13年度調査地■：試掘抗

７
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図Ⅱ‐２‐４E-86Tの近世遺構検出状況

（概略Ｓ＝1／80）
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調査の方法及び結果便宜上、調査対象地を広通川で２分し、西側をＤ区、東側をＥ区とした（平成１２年度

調査でＡ区～Ｃ区を設定・調査済みのため。図Ⅱ－２‐２参照）。４０ｍメッシュを基本として２ｍ×６ｍの試掘

坑を設定し、それぞれＤ区のものをＤ－ｌＴ、Ｄ－２Ｔ・・・、Ｅ区のものをＥ－ｌＴ、Ｅ－２Ｔ・・・などと呼称した。

試掘坑の数は最終的に１３８ケ所に達した。掘削は０．４㎡級のバックホーを使用し、慎重に掘り下げながら遺

構・遺物等の有無の確認に努めた。掘り下げ深度は地表面より２ｍまでをｕ途とした。

土層（図Ⅱ‐２‐３参照）を観察すると、現在の地表面は全域にわたってほぼ平坦であるが、基盤層には最

大１ｍ程度以上の高低差があり、しかも波状に高低を繰り返していることがわかった。E-86Tでは北東から

標高（、）Ｅ－８６Ｔ

南西方向に走る幅約1.6ｍの溝状遺構が検出された（図Ⅱ‐２‐４．５及び

写真Ⅱ‐２‐４参照)。覆土中から近世陶器片２点（青磁壷頚部破片及び染

付塊lLI縁部。写真Ⅱ‐２‐５参照）が出土して、また、木杭が打設されて

いることから近世の用排水路遺構と推定される。ほかは遺構・遺物とも

Ⅳ層と

司質の

,､’

0．（)()(）
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←遺構覆土

一切検出されなかった。

まとめ調査地内の土層

堆積状況から、当地は長

く低湿な状態にあったと

推定され、遺跡立地の条

件を備えていない。また、

近世以外は遺構も遺物も

検出されておらず、今回

の調査地は（近世以前の）

埋蔵文化財包蔵地とは認

められない。よって、開

発にあたっては埋蔵文化

財保護上特に問題がない

と判断された。
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鱒…蔦２

１

写真Ⅱ２－５E-86Tの近世)置構

より出士した遺物

写真Ⅱ－２‐４E-86Tの近世遣構の断面（東から）（１：青磁壷２：染付椀Ｓ＝1／3）

みちした

（３）道下遺跡範囲確認調査

調査地：中権寺333番１ほか調査面積：３３．０㎡（調査対象面積414.0㎡の約８％）

調査期間：平成１３年４月１３日(金)及び'９日嗣調査担当：朝岡政康

遺跡の概要道下遺跡は新砂丘Ⅱ一ｃ列の砂丘列南斜面に立地する。昭和6０（1985）年の分布調査に際し
はじしっ

て中世の土師質土器や近世の陶器が採集されたことにより、遺跡として約２，１００㎡が周知化された。平成４

(1992）年に踏査が行われているが、遺物の散布は認められなかった。

調査に至る経緯道下遺跡隣接地における自動車・携帯電話用無線基地局建設に係る照会に対し、‐市は発掘

届の提出とそれに対する県教委の指示を受けて範囲確認調査に着手した。

調査の方法及び結果調査地の現状は畑であり、休耕していた。基地局建設場所を中心に試掘坑を７ヶ所設

定し（図Ⅱ‐２‐７参照)、０．２５㎡のバックホーを用いて掘削した。遺物を検出したときは人力により周辺を

精査し、遺構・遺物の有無や出土位置・層位を確認し、図面及び写真による記録を行った。掘り下げ深度は

基盤層まで、または現地表面下２ｍまでとした。

宙

4'」

図Ⅱ‐２‐６調査地周辺図（Ｓ＝1／10.000）

９

一一ｕ

道 路 ０

図Ⅱ‐２‐７試掘抗配置図（Ｓ＝1／400）

太枠内：調査対象地
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３Ｔｌこおいて遺構（ＳＸ１）・遺物を検出した。遺物は中世の珠洲焼斐片・すり鉢片、越前焼尭片のほか、

近世以降の陶器片も少量検出された。時期不明の漆器椀も１点出土した。

遺物包含層が確認されたが、中Htと近世以降の遺物が共に出土するという状況であった。包含層には腐食

植物（いわゆるガツボ）が多量に混入しており、流水等の影響により形成された層であることも考えられる。

従って検出された遺構は撹乱されている可能性もある。遺構から遺物は検出されず、ま'た包含層の様相から

時代は特定できない（図Ⅱ‐２‐８参照)。

標高(､）

図Ⅱ‐２‐８土層柱状図（垂直方向のみＳ＝1／３０←は湧水レベル）

なお、湧水が激しく、試掘坑拡張による隣接道路損壊を避けるため、遺構自体の調査は行わなかった。

上記調査結果により事業者と協議を行った結果、通信塔建設工事による遺物包含層の破壊を回避するため、

現地表面に1.2ｍほど盛士することで合意した。通信塔を支える支柱打ち込み箇所には、遺構及び遺物が存

在しないことが確認されている。以上のことを受け、県教委は工事に際して市教委が立会いを行う旨を事業

者宛に書面にて通知した。立会いの結果、掘削が遺物包含層まで達しないことが確認された。

まとめ当該調査地は道下遺跡の一部であるが、調査の結果から考えると、より高所に遺跡の中心があるよ

うに思われる。今回は事業者の協力により、開発によって遺跡が破壊されることはなかった。

0.500
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1.000

Ⅶ
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土層注記

Ｉ肘：旧耕作土胴

Ⅲ胴：灰色砂

Ｖ層：灰褐色シルト（近・現代の陶器片出土）
Ⅶ層：灰色粘土混砂

Ⅱ牌：灰褐色粘上（近世以降の陶器片出土）

Ⅳ脳：茶褐色粘土（腐食植物多混・遺物包含府）

Ⅵ層：灰I'1色粘土（腐食植物多混・遺物包含層）
Ⅷ層：暗茶褐色砂（基盤層と思われる）

写真Ⅱ‐２‐７土層堆積状況（３Ｔ西壁）
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写真Ⅱ‐２‐６道下遺跡調査地全景（東から）
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おやぶ

(4)大薮遺跡範囲確認調査

調査地：赤塚字稲場２６１４番地調査面積：３３．０㎡（調査対象面積６１１．０㎡の約5.4％）

調査期間：平成１３年４月２０日(金）調査担当：朝岡政康

遺跡の概要大薮遺跡は坂田砂丘（新砂丘Ｉ‐ｆ列）

が沖積面に舌状に張り出した砂丘上に立地し、周知

化面積94,000㎡と広い。昭和２９（1954）年には遺物

出土（弥生土器・土師器・須恵器）の記録が見られ、

古くから遺跡として知られている。平成元（１９８９）

年に新潟市史編さん事業の一環で市民参加の発掘調

査を行っている。この発掘調査では縄文時代の遺物

や、奈良・平安時代の遺構・遺物、鎌倉初期～戦国

時代にわたる遺構・遺物が多数検出された。以降、

確認調査や踏査、立会い調査が幾度か行われている。

調査に至る経緯自動車・携帯電話用無線基地局建

設に係る照会に対し、市は当該地が大薮遺跡の周範

囲内に当たること、また市史編さん事業で実施した

発掘調査地に近いことから、発掘届を提出してもら

い、それに対する県教委の指示を受けて範囲確認調

査に着手した。

調査の方法及び結果基地局建設場所を中心に、試

掘坑を５ヶ所設定した（図Ⅱ-2-10参照）。掘削には

０．２５㎡のバックホーを用いて遺構・遺物等の有無の

確認に努めながら、基盤層が出るまでか、もしくは

掘削深度が２ｍを超えないように掘り下げた。掘り

下げ終了後上層の堆積状況を観察し、記録にとどめ

た。調査の結果、全ての試掘坑において遺構及び遺

物は全く検出されなかった。

まとめ調査の結果から、当該地における事業の実

施は問題がないことを市教委から県教委に報告し

た。これを受け

県教委から事業

者宛に工事に当

たっては慎重に

実施するよう、

書面で通知され

た。

＃

図Ⅱ‐２‐９調査地周辺図（Ｓ＝1／7,000）

図Ⅱ‐２－１０

篭識織

息虻１

試掘抗配置図（Ｓ＝1／1,000）

太枠内：事業予定地

写真Ⅱ‐２‐８大薮遺跡調査地全景（北東から）写真Ⅱ‐２‐９土層堆積状況（２Ｔ南壁）
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おおみちそと

（５）大道外遺跡範囲確認調査

調査地：丸山字居村428番ほか調査面積：107.0㎡（調査対象面積2,009.1㎡の約5.3％）

調査期間：平成１３年６月４Ｒ(月)～７日附調査担当：匿野耕造

遺跡の概要大道外遺跡は亀田砂丘後列の南斜面上に立地しており、昭和６０（1985）年の分布調査で須恵

器坪などが発見されている。

調査に至る経緯地権者より不動産業者を通じ、大道外遺跡の隣接地における宅地開発について事前協議が

あった。市は確認調査が必要と判断し、発掘届の提出を依頼、県教委の指示を待たず確認調査に着手した。

調査の方法及び結果調査地対象地を東西に横切る形で３本の試掘坑（ｌＴ～３Ｔ）を設定し、調査した。ま

た、調査地内には性格不明のマウンド状地形が３基存在し、それらを北から、１，ｍ２，，３と呼称し、別途

試掘坑を入れた。試掘坑はマウンドの形状に応じて十字形に設定し、それぞれml-lT，m2-2Tなどとした

(図Ⅱ‐２‐12参照）。各試掘坑は人力と０．２５㎡級のバックホーを併用して掘削した。掘削の結果、表土直下か

ら基盤層に至るまで砂層であった。比較的上層から近現代の陶磁器などが検出されている。１～３Ｔでは最

近掘られた廃棄坑から近現代の陶磁器やガラスなどゴ

ミの類が出土したのみであった。ｍｌ～ｍ３では、盛砂

写真Ⅱ‐２－１０大道外遺跡調査区内状況

（ｍ２付近：南から）

図Ⅱ－２－１１調査地周辺図（Ｓ＝1／2,500）

1２

[＝

,>非ml-2r

Ｎ

⑪

l－３Ｔ

ｍｌ－ｌＴ

[ごデー一一]2Ｔ

｡－ｍ２ lＴ

ｍ２－２Ｔ

－－_ｌ３Ｔ

Ｈ
ー

図Ⅱ‐２－１２試掘抗配置図（Ｓ＝1／500）
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と考えられる層の中から近現代の遺物が発見され、これらが現代の築山であるという付近住民の証言を裏付

けている。なお、m3-2T東端部付近の盛砂上層から時期不明の土師器小片が出土しており、盛砂自体が近隣

の他遺跡に由来する可能性がある。

まとめ今回の調査地は大道外遺跡の範囲内とは考えられない。

写真Ⅱ‐２－１１ｍｌ調査終了状況（東から）

写真Ⅱ‐２－１２，２調査終了状況（東から）

写真Ⅱ‐２－１３ｍｌ調査終了状況（東端部付近北から）
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さるがばば

（６）猿ケ馬場Ａ遺跡範囲確認調査

調査地：猿ケ馬場１丁目364番８調査面積：20.0㎡（調査対象面積246.97㎡の約8.1％）

調査期間：平成１３年７月３０Ｈ(月）調査担当：庚野耕造

遺跡の概要猿ケ馬場Ａ遺跡は、阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比される石111砂丘の南斜･面上に立地す

る。早くも昭和９（１９３４）年には弥生土器や須恵器の出土地として知られていた。現在では周辺が宅地化

されて範囲は不明である。平成９（1997）・１０（1998）・ｌｌ（1999）・’２（2000）年度と、近年頻繁に

確認調査が実施されており、平成１１年度の調査では中近世の遺物（珠洲焼片・近世陶器片等）や遺構がわず

かに検出されている。

調査に至る経緯当該地の駐車場造成について遺跡に関する照会があり、市としては猿ケ馬場Ａ遺跡の隣接

地であるため発掘届の提出を依頼、工事着工まで間がないため県教委の指示を待たず確認調査を実施した。

調査の方法及び結果調査地内の四隅及び中央部に２ｍ×２ｍの試掘坑を５ケ所設定した。それぞれ0.1㎡

級の小型バックホーを用いて基盤居ないし現地表面下２ｍに達するまで慎重に掘り下げ、遺構・遺物の有無

の確認を行った。いずれの試掘坑でも最下底は基盤層と考えられる明灰黄色砂であり、その上に暗灰色～明

灰色粘土が堆積し、表層には灰黄色砂や耕作土がみられた。遺構・遺物は一切検出されなかった。

まとめ調査地は猿ケ馬場Ａ遺跡の隣接地であるが、範囲内とは考えられない。

図Ⅱ‐２－１３調査地周辺図（Ｓ＝1／2,500）

写真Ⅱ‐２－１４猿ケ馬場Ａ遣跡調査地全景（北西から） 写真Ⅱ－２－１５土層堆積状況
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（７）丸山遺跡範囲確認調査

調査地：丸山ノ内善之丞組字宮前138番調査面積：12.0㎡（調査対象面積311.28㎡の約3.9％）

調査期間：平成１３年９月２５Ｈ㈹調査担当：鹿野耕造

遺跡の概要丸山遺跡は、亀田砂丘後列の砂丘列が南へ舌状に張り出した部分に立地している。丸山小学校

の裏手で土器が採集されることが昭和３６（１９６１）年には知られていたが、昭和４５（1970）年ころの砂取り

で砂丘は削平されている。平成１２（2000）年に周知範囲内の北東部付近で範囲確認調査が実施されたが、

遺構・遺物とも一切検出されなかった。

調査に至る経緯調査地は遺跡の西側隣接地にあたるため、個人住宅建設に伴う発掘届により確認調査を実

施することとなった。

調査の方法及び結果調査地の北端及び南端付近の計２ケ所に２ｍ×３ｍの試掘坑を設定し、０．２５㎡級のバ

ックホーにより、遺構・遺物の有無を確認しながら現地表面下２ｍの深さを|｣途に慎重に掘削、その後人力

によって精査した。土層は表土・耕作土の下はほとんど全て砂層であり、いずれの試掘坑でも基盤層（明灰

色砂）が検出された。遺物・遺構とも一切検出されなかった。

まとめ調査地は丸山遺跡の隣接地であるが、範囲内とは考えられない。

”
蕊

‐
‐
Ｉ

図Ⅱ‐２－１４調査地周辺図（Ｓ＝1／2,500）
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写真Ⅱ‐２－１６丸山遺跡調査地全景（南西から）



じようやま

(8)城山遺跡範囲確認調査

調査地：蔵岡字城山２０９ほか調査面積：470.0㎡（調査対象面積33,000.0㎡の約1.4％）

調査期間：平成１３年９月５「I㈱～２２日切調査担当：贋野耕造調査員：諌11lえりか

遺跡の概要城山遺跡は、亀田砂丘前列に属する残丘状の小砂丘に立地する。

昭和４３（１９６８）年ころ、現在の周知範囲の北西部付近で砂取りによって多量の須恵器・土師器が出土し

たのをはじめ、縄文時代から中-世にわたる複合遺跡として知られていたｃ

その後、県営圃場整備事業に先立つ試掘・確認調査が市教委により平成６（１９９４）・７（１９９５）年度に

城山遺跡を含む付近一帯で実施された。その結果、城山遺跡については周知範囲北側の農道拡幅工事にかか

る部分約260㎡が記録保存のため平成８（1996）年度に本格調査され、縄文時代前期から中世に至る幅広い

時期の遺物や、縄文時代中期末～後期初頭に属する土坑などの遺構が検出された。

調査に至る経緯市は平成６年度当時､すでに当該地を買収のうえ墓苑公園として整備する方針であったが、

その後市教委が周辺で発掘調査を実施した結果、新

潟市には数少ない縄文時代の遺跡が良好に残ってい
■Ｚ

ることがわかり、遺跡と自然を生かした公園作りＩこ『：

計画変更したうえ、基本構想について検討を重ねて

きた。

平成１２（2000）年度に至ってようやく公園建設計

画が具体化し、歴史文化課と公園建設担当課とが協議

図Ⅱ‐２－１５調査地周辺図（Ｓ＝1／5,000）

１６

1k_塗_軍亭慮龍二亘ご~ＸＪＪに、､呂畠

お勺＃
~

Ｕ

1－戸

一公園建設･予定地

一一一一城山遺跡推定範囲

１００(、）

図Ⅱ‐２－１６試掘抗配置図（Ｓ＝1／2,500）
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した結果、遺跡保護を前提とした実施設計を行うことをＵ的として、範囲確認調査を実施することとなった。

また、公園完成後は原則として発掘調査不可であるため、今ロの調査が事実上最後になることを踏まえ、

既往の調査で明確にならなかった部分について、より詳細な知見を得ることも目的の一つとした。

調査の方法及び結果遺跡の旧地形や遺構の有無及び性格等を把握するため、平成６．７年度調査の結果、

比較的遺跡の残りがよいと推定された調査対象地北半部には南北・東西方向に直行する長大な試掘坑を５本

設定した。

一方、ある程度削平を受けていると予想される南半部には、２ｍ×２ｍの試掘坑を最終的に２４ケ所設定し

た（図Ⅱ‐２－１６参照）。掘削は０．４㎡のバックホーと人力を併用した。

調査結果は現在も整理中のため、ここでは概要を述べるにとどめる。

基本的な層序は、表土・耕作士の下に２～３層にわたる遺物包含層があり、最下層が砂丘の基盤層である

(図Ⅱ‐２‐１７．１８参照)。

遺構については、平安時代の井戸が4Ｔで検出された（写真Ⅱ-2-21）。また、同じく平安時代のピット・

士坑が29Ｔを中心にまとまっている（写真Ⅱ-2-23)。

遺物は、縄文土器がｌＴ・２Ｔを中心として出土している。２Ｔからは特に多くの縄文土器が出土し、合わせ

て炭化物の集積も検出されている。時期は縄文時代前期前葉から後期前葉にわたっている。

また、平安時代の須恵器・土師器は4Ｔ・ｌ５Ｔ・２９Ｔを中心として遺構及び遺物包含層からまとまって発見

されている（詳しくは図Ⅱ‐２‐１９．２０，表Ⅱ-2-12参照）。

その他、４Ｔ東端部を中心として、地震による噴砂現象の痕跡が検出された（写真Ⅱ-2-22)。現地で調査

指導をいただいた新潟大学積雪地域災害研究センターの高演信行助教授（職名は当時のもの）によれば、こ

れは昭和３９（1964）年の新潟地震に伴うものである可能性が高いとのことである。この噴砂による遺構の

標高(、）

2.000
標高（

３．０００

(ｍｊ

ＶＩ

２'1，－３

２Ｔ－４

ｌＶ’

２Ｔ－５ ２９′１

I．

Ｉ

Ｉ
←平安時代の遺構確認面

Ｉ
※暗褐色土

・粘性ありしまりあり

・0.2～2.0cm大の炭化物粒

を少量含む

・土師器細片を少量含み

平安時代の遺物包含層

と考えられる

Ⅲ
Ｉ

Ｉ
500

Ｉ
2.500

ｌＶ’

ｌＶ’

Ｖ

2.000

1７

、’

柱状図は２Ｔの西端部を２Ｔ－１とし、以降

１０ｍおきに２Ｔ－２，３．．．として作成した。

Ｖ Mll1.000

Ⅳ

図Ⅱ‐２－１８２９Tの土層柱状図
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破壊と遺物の現位置からの移動が観察された。

全体の傾向としては、調査地の北半部では縄文時代の遺物が多く、南半部では平安時代の遺物や遺構が多

く検出された。このことにより、これまで不明だった時代ごとの空間利用のあり方が、ある程度明らかにな

ったといえる。

まとめ調査前の予測どおり、主として縄文時代及び平安時代の遺物・遺構が良好な状態で残っているため、

市の公園建設担当課と歴史文化課で再度協議のうえ、公園建設にあたっては調査で得られた所見をもとに、
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図Ⅱ－２－１９城山遺跡確認調査出土遺物(1)（１はＳ＝1／3、ほかはＳ＝1／2）
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文化庁の定めた基準に従って一定量以上の保護層を設け、遺物包含層や遺構面を保存することとなった。

また、公園内に設けられる予定の展示施設では、今回の調査結果も含め、城山遺跡を初めとした蔵岡地区

の遺跡群について市民に分かりやすく説明し、理解を深めてもらう工夫をすることとした。
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Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ

種別

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

種別

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

中世陶器

(珠洲焼）

石製茄

器種 遺存状態
色捌

口縁部(１３/36）
深鉢

～胴部
にぶい髄色

深鉢 口縁部破片

深鉢 口縁部把手破片

深鉢 胴部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 口縁部破片

深鉢 口縁部破片

深鉢 底部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 口縁部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 胴部破片

深鉢 胴部破片

寸法((、）
器種
口径 底径

坪

瓶 6.4

5.5

5.4

坪蓋 (16.2）

片口鉢 16.2

(6.0）

(5.4）

(5.0）

(7.0）

妻

妻

小斐 (１１．２）

小尭 (13.7）

長尭 (24.5）

小斐 (18.0）

長尭 (15.4）

長尭 (25.2）

菱 (10.0）

鍋 (41.0）

妻

砥石

にぶい黄褐色

にぶい黄褐色

灰黄色

にぶい楕色

にぶい褐色

にぶい黄楕色

にぶい褐色

外、：にぶい賞褐色

内面：にぶい黄燈色

褐灰色

にぶい樋色

にぶい橿色

にぶい黄色

にぶい黄橿色

燈色

遺存状態
器高

底部破片

(22） 底部18/3６

底部ほぼ完形

底部完形

縁辺部破片

(5.3） 口縁部7/3６

底部11/3６

底部9/3６

底部7/3６

底部8/3６

体部破片

体部破片

口縁部4/3６

11縁部6/3６

口縁部5/3６

１Ｊ縁部2/3６

口縁部6/3６

LI縁部3/3６

底部4/3６

口縁部6/3６

体部破片

完形

胎土
備考（文様の特徴など）

混入物等

径1mm～2mmの黄鉄鉱を多く含む 口径23.0cm､残存高23.7ｃｍ肥厚した口唇部外面にLR縄文その他LR結節縄文

径1mmの石英を多量に含む径5mmの長石をわずかに含む Ll縁直下に沈線による格子文半裁竹管状工具先端による連続刺突

径1mm以下の海綿骨針･金雲母を少量含む 櫛状工具先鎧による連続刺突

径2mm程度の白色粒子･金雲母を少量含む 、 粘土紐貼付

微細な金雲母片を少量含む 木目状撚糸文

微細な石英及び径1mm程度の蝶･白色粒子を少量含む
口唇部に櫛状工具先端による連続刺突

ほか半裁竹管状工具での半隆起線による縦横の区画

径1ｍ程度の金雲母を少量含む 櫛状工具先端による連続刺突半裁竹管状工具による半隆起線

径1mm以下の白色粒子を少量含む 半俄竹管状工具による半隆起線

径1mm～3mmの粒子を多く含む金雲母をわずかに含む 半裁竹管状工具による半隆起線

径1mm程度の石英を少量含む 縦横の沈線

径１mm程度の白色粒子･篠を多く含む

径1mm程度の石英を少量含む
半裁竹管状工具による押し引き

径2mm程度の篠を多く含む

径1mm程度の白色粒子及び金雲母を少量含む
横からの連続刺突を横位にめぐらせるＬＲ縄文

径1mm以下の蝶.白色粒子.金雲母を少戯含む 浅い沈線による曲線的区画及びRL縄文

径1mm程度の黒雲母･径2mm以下の簾を多く含む 浅い沈線による曲線的区画及び縄文

径2mm程度の石英を少量含む ミガキ及びRL縄文

Ⅱ‐２‐１ 城山遺跡確認調査出土遺物観察表(1)

色調

灰白色

外面:黒色

内面:灰色

にぶい黄橿色

外面:にぶい黄澄色

内面:黄灰色

灰黄色

灰色

黄灰色

にぶい黄澄色

横色

浅黄澄色

灰色

灰色

灰黄褐色

橿色

楕色

にぶい黄褐色

外面:黒色

内面:にぶい黄褐色

浅黄澄色

にぶい赤褐色

にぶい黄燈色

灰色

胎土

混入物等

径1mm以下の灰色粒子･白色粒子を多く含む

径1mm以下の黒色粒子を多量に含む

径1mm程度の白色粒子を少量含む

径1mm以下の黒色粒子･石英を多く含む

黒雲母･金雲母を少量含む

径1mm以下の石英･白色粒子を少峨含む

径1mm以下の金雲母を少量含む

径1mm～2mm程度の白色粒子を多く含む

径1mm以下の石英･金雲母を多く含む

石英･黒雲母の粒子を多く含む

径１mm程度の篠を少量含む

径1mm以下の灰色･白色粒子を多く含む黒雲母をわずかに含む

径1mm～3mm程度の白色粒子を少制:含む

径1mm以下の白色粒子を多く含む

径2mm程度の白色蝶をわずかに含む

径3mm程度の小喋及び径1mm以下の金雲母を少量含む

径１mm以下の蝶を多く含む径2皿､程度の小牒を少量含む

径１mm以下の灰色粒子･白色粒子･金雲母を多く含む

径3皿～4mmの小牒を少撞含むイi英をわずかに含む

径1mm～2mm程度の石英を少儲含む

灰色粒子･黒色粒子･金雲母を多く含む

径4mm程度の小磯をわずかに含む

径１ｍ以下の灰色粒子･白色粒子･長石を多く含む

金雲母をわずかに含む

径１mm程度の蝶･白色粒子を少蹴含む

径1mm以下の金雲母を多く含む

径１mm以下の白色粒子を少量含む

焼成 備考

不良 底部回転へラ切り回転方向不明

普通

普通 底部回転糸切り

普通

普通

普通 片口先端部か摩滅している

粋通

やや不良 底部凹転糸切り

普通

不良 内外面ﾐガキ

普通 外面:格子状ﾀﾀｷ内面:同心円状当て具痕

普通 外面:格子状ﾀﾀｷ内面:同心円状当て具痕

普通 口縁部内面に炭化物付着

菩通 内面:ハケ

普通
外面:１－１縁部ヨコナデ･ハケ､体部ハケ

内面:口縁部ヨコナデ､体部ハケ

普通 体部外1mにスス付蒜

普通 内外面とも口縁部ヨコナデ､体部ハケ

やや不良 内外imとも口縁部ヨコナデ､体部ハケ佐渡産か

普通 外面:ロクロケズリ内面:ハケ

普通 体部外面に炭化物付着

普通 外面タタキ

最大長6.0cｍ最大幅6.3cｍ最大厚0.9cｍ砂岩製？

表Ⅱ‐２‐２城山遺跡確認調査出土遺物観察表(２
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図Ⅱ‐２－２２試掘抗配置図

（Ｓ＝1／800）

図Ⅱ-2-21調査地周辺図（Ｓ＝1／5,000）

している。昭和５５（1980）年度に市教委が実施した分布調査で、平安時

代の須恵器や中世の珠洲焼系の莞の破片などが採集された。

調査に至る経緯現地のハーブ農園地権者より提出された作業小屋建設

に係る発掘届に対し、県教委の指示で市教委主体の確認調査を実施した。

現地は急斜舎面であり、また、作付け済みの作物に対する影響を最小限に

とどめるため、試掘坑設定箇所について地権者に現地確認を依頼し、協

力を得た。

調査の方法及び結果調査対象地内に約３㎡の試掘坑を２ケ所設定し（

1１

さたうらはら

（９）北浦原Ｂ遺跡範囲確認調査

調査地：赤塚字北浦原5073番地調査面積：６．２㎡（調査対象面積58.32㎡の約１０．６％）

調査期間：平成１３年１０月９日㈹調査担当：諌山えりか

遺跡の概要北浦原Ｂ遺跡は、市内赤塚地区の坂出砂丘（新砂丘Ｉ‐ｆ列）の佐潟に面する北斜･面上に立地

写真Ⅱ‐２－２５北蒲原Ｂ遺跡調査状況（南東から）写真Ⅱ‐２－２６１Ｔ西壁土層堆積状況

した、

Ｉ

lⅡ

１１

黄色砂

(砂丘基盤層）
0.500岸

図Ⅱ－２－２３１Ｔ・２Tの土層柱状図

（垂直方向のみＳ＝1／20）

調査の方法及び結果調査対象地内に約３㎡の試掘坑を２ケ所設定し（図Ⅱ-2-22）、０．１㎡級のバックホー

で約１０cmずつ砂丘基盤層が確認されるまで掘り下げ、遺構・遺物の有無の確認を行った結果、２ケ所とも’

層はビニールなどが混じった盛砂が堆積し、２屑に地表面から深さ３０～３５cm程度で砂丘基盤砂層と思われ

る黄色砂が確認された（図Ⅱ-2-23)。市教委刊行の『昭和５６年度新潟市文化財調査報告書ｊでは、北浦原Ｂ

遺跡について「３ｍぐらい下の深さに包含層が見られることが多い」とあるが、通常包含層相当層としてみ

られる黒褐色砂層は認められず、遺構・遺物は確認されなかった。

まとめ調査地は遺跡周知範囲内とされていたが、過去に畑を開墾した際に包含層が削平されたものと判断

嚇砂

(捗作;-）
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性があったｃ

』
一ﾉノ 単響Lj陰’に位置している。周知の遺跡の範囲

内ではないが、西約0.7km地点には木

場城跡、南約0.5km地点には釈迦堂遺

跡が存在し、自然堤防南側斜面に接

するという立地条件と合わせて考え

ると、未発見の遺跡が存在する可能

■
師Ｉ

Ⅲｃ

くろさきなんぶちく

（lcリ黒埼南部地区統合小学校建設予定地試掘調査

調査地：木場字大南９１１－１ほか調査面積：540.0㎡（調査対象面積23,180.11㎡の約2.3％）

調査期間：平成１３年１０月９日㈹～１５日(月）調査担当：匿野耕造調査員：朝岡政康

調査地の概要当該地は自然堤防上に立地する木場集落の南側、自然堤防と中ノロ川の間に広がる沖積地上
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調 査に至る経緯旧黒埼町と新潟市

との合併に伴って計画された黒埼南

部地区統合小学校建設は、板井・黒

烏・木場の３校の統合を目的とする

ものである。平成１３（2001）年１月

には県教委より試掘調査を実施する

よう市教委に文書で指示があったた

１
１
，
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め、それを受けて市内部で調整した結果、用地取得及び農作物の収穫が終了した
標高（、）

Ｉ

同年１０月以降に調査を実施することとなった。0.500

調査の方法及び結果広大な建設予定地を効率的に調査するため、２ｍ×２ｍの

試掘坑を２０ｍ間隔を基本として、全体を覆うようまんべんなく配置した。調査し

た試掘坑の数は最終的に４５ヶ所となった（図Ⅱ‐2-24参照）。掘削には0.4㎡級の
０．０００

バックホーを使用し、遺構．遺物の有無を確認しながら、深度は地表面より２ｍ

までを目途として慎重に掘り下げた。掘り下げ終了後、土層の堆積状況を観察し、

記録にとどめた。

土層は、表土・耕作土（Ｉ層）の下に砂（Ⅱ層）が堆積し、さらにその下は粗-0500

粒のシルトと細粒のシルトが互層となっていて（Ⅲａ～Ⅲｃ層）、調査地周辺がか

つて小規模な内水面であったことをうかがわせる結果となっている（図Ⅱ‐２－２５

参照）。また、シルトには植物質を多く含むものも見られることから、湛水期の
－１．０００

水深は比較的浅かったと推定される。

遺構．遺物については、排水路跡と考えられる遺構及び近現代の遺物が25Ｔで

検出されたのみである。

まとめ調査結果からみて、当該地に遺跡が存在する．nJ能性はほとんどなく、小－１５００
学校建設については問題ないという結論を得た。
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写真Ⅱ-2-27

黒埼南部地区統合小学校

建設予定地全景

(東から矢印付近が木場城）

写真Ⅱ‐２国２８土層堆積状況(24Ｔ）

町

写真Ⅱ‐２富２９溝状遺構

（25Ｔ西から）



３整理作業

ひがしがこい

（１）東囲遺跡

遺跡及び発掘調査の概要東囲遺跡は若荷谷に所在する古墳時代前期（４世紀頃）を中心とした集落遺跡で

ある。平成１１（１９９９）年に新卸売市場建設に先行して行われた試掘・確認調査において新たに発見され、

約４０，０００㎡が周知化されている。この新市場に関連する市道８－２７３が遺跡に係り、事業の計画変更が不可

能であるため、平成１２（2000）年に8,875㎡について発掘調査を実施した。

調査の結果、検出された遺構は全て古墳時代前期のものである。主な遺構は竪穴住居跡が３棟、掘立柱建

物跡が２棟、井戸が１基、士坑が２１基である。出土した遺物の量は土器がテンバコ（３０ｃｍ×６０ｃｍ×１５cm）

で平成１１年度調査分をあわせて220箱、石製品が１０箱、鉄津が１箱、種実類など自然遺体が１２箱である。木

製品が住居の柱根も含め多量に出土している。さらに古墳時代前期の炭化米も多量に出土している。そのほ

力､、微量ながら縄文土器や弥生土器が出土した。

整理作業の年次計画東囲遺跡の発掘調査は、次のような計画で進められる。

①平成12年度：現地調査（発掘調査）と出士品水洗作業。

②平成1３（2001）年度：注記作業、接合作業、図面・写真整理などの基礎整理作業。各種分析委託業務。

③平成1４（2002）年度：実測作業、トレース作業、遺物写真撮影、版下作成、原稿作成などの報告書刊

行業務。

平成１３年度の作業今年度は以下の作業を整理担当職員１名、整理作業員常時５～６人体制で実施した。

整理作業員は臨時職員である。高度に専門的な分野の調査は外部に委託した。

①注記作業：士器１点１点に出土地点や出土層位を手書きする作業。

②接合作業：土器や石製品を接合する作業。

③補修作業：接合状況の良くない土器を石膏などで補強し、壊れないようにする作業。

④図面整理作業：現場で実測した各遺構図面等の整理（図面番号付けや遺構番号の付け直し、空中写真測

量図面の完成など)。

⑤写真整理作業：現場で撮った写真の整理（調査記録の簡易アルバム作りなど)。

⑥東囲遺跡の立地調査：遺跡から採取したサンプル土について粒度分析を行い、遺跡の立地上の特性を考

察する（新潟大学積雪地域災害研究センター高漬・卜部両助教授（職名は当時のもの）に依頼)。

⑦木製品の樹種鑑定、種実同定、炭化米の品種同定・生育条件考察：民間調査会社に委託。

⑧出土炭化物の年代測定（放射性炭素による年代測定）：民間調査会社に委託。

⑨出土品実測作業：遺跡の特徴を示す土器や木製品について実測図を作成する。

以上のような作業を進め、発掘調査報告書を平成１４年度に刊行する予定である。

（２）出土品整理･活用事業

新潟市所蔵の出土品等をめぐる状況新潟市は、現在約1,000㎡以上のスペースを占める出土品及び調査資

料を収蔵している。このうち、来年度報告書刊行の東囲遺跡以外の資料については基礎整理は終了している

が、その後活用のための積極的な整理・収蔵は行われていない。また、過去の移動の際に生じた混乱も少な

からず残っている。本事業は、長年蓄積されてきたこれらの資料を有効な手法により再整理し、効率的な収

蔵を図るものである。
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平成１３年度の作業今年度は、的場遺跡・小丸山遺跡について新潟県緊急地域雇用特別基金の補助を受け、

委託事業として実施した。なお、緒立遺跡出土遺物の再整理作業については、黒埼町合併以前の事業をその

まま引き継いだため、別事業（黒埼地区埋蔵文化財整理事業）として直営で実施した。

遺物の体系的再整理と収蔵台帳作成センターで所蔵している遺物は遺物見学や貸出、展示会などに活用さ

れている。しかし、的場遺跡をはじめ1,000箱を超える多量の遺物を所有し、目的の物を探し出すのに時間

がかかっていた。そこで、活用頻度の高い報告書や市史・町史等の掲載資料を中心に、体系的に仕分け・編

成し、それに基づいた収蔵を行い、かつ利便性を考慮した収蔵台帳を作成することとした。具体的には、下

記の点に絞って作業を進めた。

①センター職員全員にわかる体系的な整理

②収納のコンパクト化

③移転･経年変化などにより破損した遺物の補修

以上を踏まえ、今年度はセンター開設以前に調査された的場遺跡と小丸山遺跡を主な対象として再整理を

行った。ここで「再整理」と呼んでいる作業は、報告書作成時に行われた既往の整理をもとに、再度系統立

てて収納し、また破損している遺物は補修し、台帳を作成するというものである。センターでは整理作業を

外部に委託することが初めてだったこともあり、収蔵資料のうち借用・見学の依頼が多い的場遺跡から着手

し、その他は結果を見て今後検討することとした。

基本的に報告書記載のもの及び実測済みの遺物を優先し、そのほか時間をあまり割くことはできなかった

が、包含層出土の遺物についても古代の食膳具に絞って、器種・部位別に分類し、一部接合を行った。また、

収納の際、テンバコに入りきらない遺物はダンボールに詰め直し、外側に写真（コピー）を貼るなどして確

認しやすいようにした。

文字資料のデジタル化新潟市では墨書（刻害等含む）土器や木簡など合わせて600点ほどを所蔵している。

これは県内でも和島村に次ぐ出土量であろう。当初木簡も合わせ、項目内容を一部読みかえる形で入力を行

おうとしたが、釈文の長さの違いや分類などにおいて、無理な点があることが各方面から指摘されたため、

今回は士器のみを対象とした。最終目標としてデータベースとしての利用を考えているが、文字資料のデー

夕として必要な項目の検討や、入力規則の決定などに時間がかかり、検索システムの作成は来年度以降に持

ち越すこととなった。また、小林昌二氏（新潟大学教授）・相津央氏（新潟市歴史文化課嘱託）に資料の再

検討を依頼し、その結果を入力に反映させたため、報告書とは一部異なる釈文がある。今回入力した件数は

小丸山１０７点、的場330点、緒立20点の合計457点である。

今後の課題まず、業務委託については、受託業者が雇用した作業員各人の作業精度や効率に差がみられ、

思いどおりには進行しなかった。日常的に使われない言葉や道具を用いての作業は、‘慣れるまでに数ヶ月か

かる。スムーズに進めるには数年単位の雇用計画が必要であろうα

再整理については、新たな墨書土器の発見などがあった可食膳具だけではなく、煮炊具等についても今後

分類･接合を行う必要があろう。

また、文字資料集成については、残りの入力を終了することと、検索システム作成、内容を公開する際の

注意点など、問題点が山積みである。今後も作業を継続し、改善を図りたい。
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４出土遺物保存処理

（１）概要

新潟市出土の木製品をめぐる状況新潟市は遺跡の大部分が砂丘上あるいは低湿地に立地しており、木製品

などでも非常に保存状態が良く残っている。これまでに的場遺跡の浮子や祭祁具などをはじめ、小丸山遺跡

や山木戸遺跡、神明社裏遺跡などでも井戸枠などの部材が多量に出土している。現在大型水槽１１槽とテンバ

コ271箱分の遺物を水漬けにして保管している。

センターでは保存処理施設及び技術を持たないため、保存処理が必要な遺物については、外部の専門業者

に委託する方法をとっている。保存処理の工程は下記のとおりである。そのうち、□で囲んだ範囲がセンタ

ーで行っている業務である。

F癖１－匡諏１－:~写真1需1…委託先へ搬出…薬品含浸一成形･調整…遺物返却…E画要而写頁濡ヨー｢ﾗﾗー ﾆー F記うて１

過去の保存処理状況平成５（１９９３）年度から的場遺跡の製品類の委託による処理を開始し、平成８

(1997）年度から小丸山遺跡・山木戸遺跡の遺物に着手している。また、木製品の場合、１点の実測に１日

以上の時間がかかることから、平成１２（2000）年度以降は実測図の作成を先行し、遺物の状態を把握する

ことを目的として作業を行ってきた。

（２）今年度の業務内容

平成１３（２００１）年度は新潟県緊急地域雇用特別基金により山木戸遺跡等出土遺物の実測等の記録、薬品

含浸を、また文化庁補助金により緒立遺跡（Ｃ地点）出土井戸部材一式と山木戸遺跡出土遺物の薬品含浸処

理の委託を実施した。

新潟県緊急地域雇用特別基金による事業内容今後薬品含浸を行う優先度が高い遺物については実測図の作

成、山木戸遺跡１４号井戸部材一式については薬品含浸処理、以上の２本立てで業務を委託した。

①遣物実測図作成：山木戸遺跡で出土した井戸は曲物を水溜とし、横桟を組み、縦板を周囲に差しこむ形

が多く、井戸１基で部材数が１００点を超えるものもある。現在は損傷が目立つ曲物を優先的に処理している

が、井戸の部材であれば１基単位で処理を行い、復元できるようにする必要があることから、板材について

も合わせて保存処理をするべきと考えている。そのため、それらの実測図作成を薬品含浸処理の前準備としも合わせて保存処理をするべきと考えている。そのため、それらの実測図作成

て位置付け、昨年度に引き続き、最も点数が多い山木戸遺跡出土井戸部材の

実測を中心として作業を行った。今年度の実測図作成点数は下の表Ⅱ‐４‐１の

とおりである。

士器などと異なり、木製品は保管中でも水糸の跡が加工痕のように見えた

り、乾き具合によって加工痕が見えにくい場合があったりと扱いの難しいと

ころがある。

②薬品含浸処理：保管中の遺物の中で、最も劣化が進行していた１４号井戸

の割り抜き枠一式の薬品含浸を委託した。「Ｌ」字状の枠を４つ組み合わせた

形式で、水溜に曲物を使用していた。処理方法はＰＥＧ含浸である。

③遣物保管に伴う作業：４～１１月の水温が上昇する間は、遺物に藻が生え

てしまうため、月１回程度水替え作業を行った。夏場は２週間ごとに水替え

をしないと腐臭を発する遺物もあった。

2７

番号 遺跡名 出土位置 小計

１ 山木戸 ＳＥ１ ２

２ 山木戸 ＳＥ２ 3７

３ 山木戸 ＳＥ４ ８

４ 山木戸 ＳＥ５ ２

５ 山木戸 ＳＥ６ ２

６ 山木戸 ＳＥ７ １０

７ 山木戸 ＳＥ８ 2７

８ 山木戸 ＳＥｌｌ １１

９ 山木戸 ＳＫ６ １０

１０ 山木戸 ＳＫ９ 5７

１１ 東囲 ＳＫ２ １３

１２ 東囲 ＳＫ３ １

１３ 東囲 ＳＫｌＯ ４

1４ 東囲 ＳＫｌ３ ５

1５ 東囲 ピット ６

合 計 195

表Ⅱ‐４‐１作成図面一覧

(新潟県緊急地域雇用特別基金による）



また、処理後の遺物は温度２８度、湿度７０％を超えないように空調を入れた保管室に収蔵している。木製

品のうち、曲物などの大型製品類は薄葉で包み、梱包材でくるんだ状態、小型製品類は薄型のテンバコに入

れ替え、金属製品類はＲＰ剤を封入して個別にシールパックして保管している。また、６～９月には簡易温

湿度計を用いて温湿度環境の把握に努めた。

国県補助による事業内容平成１３年１月から黒埼町と合併したことにより、緒立遺跡（Ｃ地点）出土井戸部

材一式と、山木戸遺跡出土井戸部材等の保存処理をそれぞれ委託し、実施した。これらはすでに実測図作成

及び写真撮影済みのため、委託料が支出の大半をしめた。

①緒立遺跡出土遺物：東都文化財研究所に委託し、実施した。板材の厚みが５cm以上あり、含浸に長時間

要することから、今年度はＰＥＧ濃度40％まで行うこととした。

②山木戸遺跡出土遺物：元興寺文化財研究所に委託し、実施した。処理方法はＰＥＧ含浸である。下駄など

の製品類を実施した。

（３）今後の展望

繰り返しになるが、新潟市では保存処理が必要な遺物はまだ大量に残っている。これらの中には市指定遺

物なども含まれている。

これらを外部委託すると数千万円の費用が必要となる。そこで、今後保存処理を効率的かつ低価格で行う

ため、外部委託するのは大型品や処理後の成形・調整技術に熟練した技術が必要とされるものに限定する一

方、その他の遺物についてはセンター直営で実施可能な処理方法を検討することにより、コスト削減を図り

たいと考えている。
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５普及活動

（１）にいがた歴史塾

にいがた歴史塾について平成１２（２０００）年度から歴史文化課の事業として始まった「にいがた歴史塾」

は、市郷土歴史博物館の平成１５（2003）年度開館を控え、市民に歴史文化について学ぶ機会を提供し、理

解を深めてもらおうと企画されたものである。

平成1３（２００１）年度の事業平成13年度は初めての試みとして公募方式で市民を対象に遺跡体験教室を計

画し、下記のように実施した。

日時：平成13年８月２０日(月).２１日㈹

参加人数：２３名（成人男性５名、成人女性６名、児童・生徒男子１１名、児童・生徒女子１名）

会場：黒埼荘・埋蔵文化財センター

内容：（１日目）緒立遺跡・的場遺跡の現地及び出土品の見学

（２日目）埋蔵文化財センターで東囲遺跡出土土器の復元作業体験など

事業を振り返って夏休み期間中だったこともあり、児童・生徒が多かったため、クイズを取り入れるなど

の工夫をした。２日目の復元作業体験は参加者には好評であったが、遺物が破損するなど、問題もあった。

また、今回の方式では事前準備の労力が大きい割りに対象人員が少ないなど、より多くの市民に対して普及

活動を行うという点で今後に課題を残している。平成1４（2002）年度以降も内容を工夫し、事業を継続し

ていく予定である。

Ｂｐ

ｉＩＩｉ識

蕊
識蝿

鍵
』蕊
恥八蟻iｉ

購需 年

写真Ⅱ‐５‐１的場史跡公園見学（にいがた歴史塾）

（２）その他

本年度からセンターへの見学や講演、また資料の

借用依頼などが増加している（表Ⅱ‐５‐１～４参照)。

これはインターネットの新潟市ホームページに埋蔵

文化財センター情報を掲載した効果がでたためと考

えられる。今後はこうした市民の需要を積極的に掘

り起こし、埋蔵文化財保護行政への理解をより深め

ていかなければならない。

写真Ⅱ‐５‐２整理作業体験（にいがた歴史塾）

写真Ⅱ－５‐３センター見学者への説明（ＮＨＫ文化センター）
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■､閃～問閃＝島一円＝■q弗一恥 平成７年度 軍成８年度 半成９年度 平成１０年度 雫成11年度 平成１２年度 平成13年度

｝,L学者数

年ﾉjＲ

ｴ1１３－５．１６

1113-7‘2４

'二3．７．２６

ｒ１３．７．２７

Ｈ１3．８．２１

５９ 隅 ９ ４２ 3４

表Ⅱ‐５‐１センター見学者数の推移

兇学老・人数

Ｎ:{Ｋ新潟文ｲＩ擬ン夕・・・３２名

艮野県ｊｌＩＩ職文ｲ噸・･瞳ン夕・・２塩

新津巾教育委員会・ユ名

坂ﾉ::輪地区公民館・’3名

にいがた歴史塾’２４屯

備考

,坂井輪の郷'二を語る会

4０ ３０５

(単位：人）

ｴｴﾆ3.9.二s大江lii:.]学校施設兄学．３６名

王X3.10.4

己：:3.10.12

Hl3-1z‘６

Ｈ１３．４．１～1114.2-28

.:了.正南浜z:､学校オリユンテ…ツング・８５癌

ｲi:.:公民館. 品るきとセミブ．．

小翁健生クラブ・３２名

その他〈個人鞍ど）・約60名

表Ⅱ‐５‐２平成13年度センターへの見学等一覧

油題 館月！： 講旗者 -.:隅 場所 参加者数 ’備考

大江lli地Ｘのll1flMh展

示も好う

lMi完:遺跡Ⅱ｣．:君,jIj展示も

行う

遺跡から｝,i』える:::代の大江山 Ｈ１3．９．２１ 枇岡政康 石;~;公民館 万:~:公民館 3U梢

前川遺跡と赤塚地区の原始．::ざ代 Ｈ13.:2．９ 瞬野耕造 赤隊郷･ｌ２研ツ 米店屋(．:hr内谷刈） 40拍

文学資料集成デーータベース作成にあたって Ｈ１４二 諌;Z:えりか 新潟墨書I:器検,il･会 緋潟大学 雛穏

表Ⅱ‐５‐３平成13年度センター職員が依頼により行った各種講演一覧

貸出先 貸川期間 貸細遺物等 術考

新潟県立雁史博物館 x里3.6.29～X113.8.31 的朔｝遺跡雌上遺物144点、写真パネル２点 特別展｝.：

新潟大学 天:３．８．３～Ｈ]3-:０｣０ 的型卜遺跡隅i1遥吉皇器 人文学部小林111.：教授に釈文依頼のため

ぎようせい 亜ﾕ31020～１１１４．２２s 的場遺跡11:;ｆ２浄水紺写真プリン１，〈|厩1黒）二枚 ､畠越市史掲栽用

新潟大学 1113.11.27～ｴⅢ4．３．３１ 緒立遺跡縦上穿孔人骨７点 新潟大学学術資料展示室の企両展示厩

新潟大学 二3.11.20～］１４．２．１ 的場遺跡木簡〈第１サ、２サ、５サ、６り、７獅 新潟大学学術資料展示室の企両展示臆

的場遺跡墨吉:名器（整肌番号･１１，４５，５４，７８，９２、

ﾕＣ１、ユ08,ユ９０，１９８，２判

表Ⅱ‐５‐４平成13年度センター収蔵遺物等貸出一覧
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者隔道
府県

青森

福島

栃木

群馬

埼玉

茨城

千葉

Ⅲ受領図書一覧

(平成１３年４月１日～平成14年２月28日受領分）

書名 発行機関

十三湊遺跡Ⅵ青森県埋蔵文化財調査報告書第312集 青森県教育委員会

稲山遺跡発掘調査報告書Ｉ 〃

稲山遺跡発掘調査報告書Ⅲ 〃

大矢沢野田(1)遺跡発掘調査概報Ⅱ 〃

小牧野遺跡発掘調査報告書Ⅵ 〃

市内遺跡発掘調査報告書 〃

新町野遺跡発掘調査報告書Ⅱ．野木遺跡発掘調査報告書Ⅱ 〃

新町野遺跡発掘調査報告書Ⅱ．野木遺跡発掘調査報告書ⅡＣＤ－ＲＯＭ版 〃

荒井猫田遺跡（Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ区）一第１２．１３次発掘調査報告一［郡山南拠点土地区画整理事業関連］ 郡山市教育委員会

蒲倉古墳群一第７次調査報告一 ク

小泉山田Ａ遺跡（第４次）一発掘調査報告一［国道228号（郡山東バイパス）改築工事関連］ 〃

郡山市埋蔵文化財分布調査報告８ 〃

清水台遺跡一第１２．１４．１５Ｂ・２１次調査報告一 〃

第７回市内遺跡発掘調査成果展図録 〃

西前坂遺跡一第１次調査報告一［平和の杜ニュータウン関連］ 〃

西前坂遺跡一第２次調査報告一［平和の杜ニュータウン関連］ 〃

桃見台遺跡’一第１次調査報告一 〃

守山城跡一発掘調査報告書一［個人宅地造成］ 参

栃木県埋蔵文化財センター通信やまかいどうNo.2７ 財とちぎ生涯学習文化財

団埋蔵文化財センター

栃木県埋蔵文化財センター通信やまかいどうNo.2９ 〃

研究紀要第９号 栃木県教育委員会

栃木県埋蔵文化財調査報告第121号鹿沼流通業務団地内遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第134号免の内台遺跡 参

栃木県埋蔵文化財調査報告第197号藤岡神社遺跡（本文編） 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第243号鶴田Ａ遺跡Ⅱ 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第245号馬門南遺跡Ⅱ 参

栃木県埋蔵文化財調査報告第246号竜地遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第247号古橋Ｉ．Ⅱ遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第249号那須宮衛関連遺跡Ⅶ 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第251号大関台遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第252号北の前遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第255号谷向・国谷馬場・中の内・惣宮・鍋小路 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第256号上神主・茂原・茂原向原・北原東 参

栃木県埋蔵文化財調査報告第257号権現山遺跡百目鬼遺跡 〃

栃木県埋蔵文化財調査報告第258号へび塚遺跡 参

埋蔵文化財センター年報第１１号（平成１３年度版） 〃

保渡田八幡塚古墳一史跡保渡田古墳群八幡塚古墳整備事業報告書 群馬町教育委員会

暮坪遺跡発掘調査報告書 長野原町教育委員会

川本町遺跡調査会報告書第５集上本田遺跡Ｉ（第１分･冊概観編･第２分冊資料編） 川本町教育委員会

玉里村立資料館第６号 玉里村立資料館

平成13年度特別展図録近現代遺跡、発掘 〃

千葉県文化財センター調査報告第395集市原市永藤城跡一都市河川改修（広域基幹）工事に伴う埋蔵文化 財千葉県文化財センター

財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第396集夷隅町たかもりがだい城跡一いすみ工業団地埋蔵文化財調査報告一 〃

千葉県文化財センター調査報告第397集主要地方道成田松尾線Ⅶ一芝山町新山遺跡４３－９地点・宝馬遺跡

1709-37地点一
〃

千葉県文化財センター調査報告第398集千葉東南部ニュータウン23-千葉市太田法師遺跡２（縄文時代以

降）
〃

千葉県文化財センター調査報告第399集主要地方道松戸野田線住宅宅地関連埋蔵文化財調査報告書一流山

市三輪野山貝塚・宮前・道六神・八幡前一
〃

千葉県文化財センター調査報告第400集船橋市新山東遺跡一前原団地建替事業関連埋蔵文化財調査報告書－ 〃

千葉県文化財センター調査報告第401集羽計清水西遺跡一一般県道下総橘停車場東城線埋蔵文化財調査報

告書一
〃

千葉県文化財センター調査報告第402集千葉東金道路（二期）埋蔵文化財調査報告書７－松尾町・横芝町

四ツ塚遺跡・松尾町千神塚群一
〃

千葉県文化財センター調査報告第403集千葉東金道路（二期）埋蔵文化財調査報告書８－松尾町中谷遺跡一 〃

千葉県文化財センター調査報告第404集新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書ＸⅣ一一鍬田甚兵衛山

西遺跡（空港No.16遺跡）
〃

3１



者13道
府県

千葉

東京

山梨

長野

新潟

書名

千葉県文化財センター調査報告第405集新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書ＸＶ－天神峰最上遺跡

(空港No.64遺跡）

千葉県文化財センター調査報告第406集新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書ＸⅥ一十余三稲荷峰東

遺跡（空港No.66遺跡）

千葉県文化財センター調査報告第407集習志野市津田沼二丁目遺跡一習志野郵便局・習志野津田沼宿舎新

築工事埋蔵文化財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第408集市川市国府台遺跡１３地点一国立精神・神経センター国府台病院施

設増築埋蔵文化財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第409集東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書７－木更

津市芝野遺跡一

千葉県文化財センター調査報告第410集東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書８－袖ケ

浦市椿古墳群一

千葉県文化財センター調査報告第411集東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書９－袖ケ

浦市山谷遺跡一

千葉県文化財センター調査報告第412集君津市寺ノ代遺跡一県単道路改良に伴う埋蔵文化財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第413集富津市烏井戸遺跡一富津都市計画道路事業３．３．３号二間塚大

堀線埋蔵文化財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第414集木更津市四宝塚遺跡一木更津(１１)長須賀宿舎埋蔵文化財調査報告書一

千葉県文化財センター調査報告第415集野田市南下タ村遺跡一主要地方道我孫子関宿線埋蔵文化財調査報

告書一

千葉県文化財センター調査報告第416集木更津市四房遺跡一県立木更津高等学校第２体育館埋蔵文化財調

査報告書一

千葉県文化財センター年報No.26-平成12年度一

葛西城ＸＸ葛飾区遺跡調査会調査報告第47集

正福寺遺跡Ⅱ葛飾区遺跡調査会調査報告書第48集

平成11年度葛飾区埋蔵文化財調査年報

久保之沢遺跡

甲府城下町遺跡Ｉ

米草遺跡

武田城下町遺跡Ｉ

徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第31集新蔵町３丁目遺跡徳島保健所地点

横根・桜井積石塚古墳群調査報告書Ⅱ

下田村文化財調査報告書第33号下田村曲谷Ｅ遺跡発掘調査報告書

お供平遺跡Ⅱ

長野県埋蔵文化財センター紀要８

研究紀要第３号

新潟県埋蔵文化財調査事業団年報平成12年度

新潟県埋蔵文化財調査報告書第１０１集一般国道17号浦佐バイパス関係発掘調査報告書Ｉ大久保遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第１０２集国道49号横雲バイパス関係発掘調査報告書Ⅳ川根谷内墓所遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第103集国営ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書新保遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第104集国道116号埋蔵文化財調査報告書梯子谷窯跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第１０５集上越市・木田地区発掘調査報告書Ⅵ木田遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第106集日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書Ｉ松影Ａ遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第107集日本海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書Ｉ正尺Ａ遺跡

新潟県埋蔵文化財調査報告書第99集一般国道49号堀越歩道工事関係発掘調査報告書堀越館跡

相川町埋蔵文化財調査報告書第３佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）（陣屋・役所・役宅・御金蔵・寄勝場）

相川町埋蔵文化財調査報告書第５佐渡金山遺跡（後藤役所）

荒川町埋蔵文化財発掘調査報告第１集坂町宮ノ腰Ｂ遺跡（1993）

荒川町埋蔵文化財発掘調査報告第２集古谷地Ｂ遺跡・寺川遺跡・赤井遺跡（1994）

荒川町埋蔵文化財発掘調査報告第３集高柳Ａ遺跡・高柳Ｂ遺跡・名割遺跡（1996）

荒川町埋蔵文化財発掘調査報告第４集馬場館跡・屋敷添遣跡（1998）

荒川町埋蔵文化財発掘調査報告第５集元山窯跡群（1999）

板倉町埋蔵文化財調査報告第２集南原遺跡一板倉北部宅地造成事業に伴う発掘調査報告書一

江島神社遺跡・大二反遺跡発掘調査報告書

柏崎市の遺跡Ｘ柏崎市埋蔵文化財調査報告書第36集

十三本塚北柏崎埋蔵文化財調査報告書第37集

宮之下遺跡群柏崎市埋蔵文化財調査報告書第35集

第16回天領ゼミナール記録集

鬼倉遺跡発掘調査報告書

平成十二年度加茂市内遺跡確認調査報告書

神林村埋蔵文化財調査報告書第９衣田遺跡・道上遺跡

3２

発行機関

(財)千葉県文化財センター

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

葛飾区教育委員会

〃

〃

甲府市教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

下田村教育委員会

長野県埋蔵文化財センター

〃

側新潟県埋蔵文化財調査

事業団

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相川町教育委員会

〃

荒川町教育委員会

〃

〃

〃

〃

板倉町教育委員会

柿崎町教育委員会

柏崎市教育委員会

ク

〃

金井町教育委員会生涯学

習課内全国天領ゼミナ

一ル事務局

加茂市教育委員会

参

神林村教育委員会



者13道
府県

新潟

富山

石川

書名

神林村埋蔵文化財調査報告書第１ｌ里本庄遺跡群内御堂遺跡・大木戸遺跡・里本庄Ｂ遺跡・光明寺遺跡

神林村埋蔵文化財調査報告書第ｌ２城田遺跡・弘地遺跡

越路町文化財報告書第23輯北河内の塚発掘調査報告書
、

塩沢町文化財報告書第19輯来清東遺跡一県道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書一

上江保倉地区ほ場整備事業関連発掘調査報告書（八幡遺跡・前田遺跡）

下モ原Ｉ遺跡

正面ヶ原Ｄ遺跡

燕市埋蔵文化財発掘調査報告書第１集三角田遺跡

十日町市埋蔵文化財発掘調査報告書第１８集道下南遺跡発掘調査概要報告

十日町市埋蔵文化財発掘調査報告書第１９集平成１２年度十日町市内遺跡試掘・確認調査報告書

十日町市埋蔵文化財発掘調査報告書第20集道端Ａ・Ｂ遺跡発掘調査概要報告書

平成１２年度文化財課年報５

博物館だより第７号

馬高遺跡一史跡馬高・三十稲場遺跡環境整備事業に伴う試掘調査概報一

瓜割遺跡一土地区画整理事業に伴う発掘調査一

五斗田遺跡一発掘調査概報一

長岡市立科学博物館研究報告第36号

中郷村遺跡詳細分布調査報告書

中条町埋蔵文化財調査報告書第21集下町・坊城遺跡Ｖ

中条町埋蔵文化財調査報告書第22集船戸桜田遺跡２次調査

平成１２年度市町村文化行政の現状

新潟県考古学会１０周年記念講演会の記録

新潟考古第１２号

新潟大学考古学研究室調査研究報告３

井ノ町遺跡発掘調査報告書県営ほ場整備事業浜忠地区に伴う発掘調査

畠田遺跡発掘調査報告書県営ほ場整備事業北野地区に伴う発掘調査

滝脇城跡発掘調査報告書滝脇城跡

県営ほ場整備事業（村上山辺里地区）関連発掘調査報告書大関上野遺跡・山崎遺跡

和島村埋蔵文化財調査報告書第１０集県営圃場整備事業（桐島桐原地区）に伴う埋蔵文化財調査報告書奈

良崎遺跡

安居窯跡群発掘調査レポート

紀要富山考古学研究第４号

北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告一竹ノ内Ⅱ遺跡（長野地区）・柳田遺跡・井ノロ城跡・下山新東遣

跡・下山新遺跡

埋蔵文化財調査概要一平成12年度一

埋蔵文化財年報⑫平成12年度

吉野遺跡発掘調査報告書

高岡市埋蔵文化財報告書第４冊須田藤の木遣跡調査報告

高岡市埋蔵文化財報告書第５冊間尽遺跡調査報告

高岡市埋蔵文化財報告書第６冊頭川城ケ平横穴墓群調査報告Ⅲ

高岡市埋蔵文化財報告書第45冊市内遺跡調査概報Ｘ

高岡市埋蔵文化財報告書第46冊戸出古戸出遺跡調査概報

高岡市埋蔵文化財報告書第47冊市内遺跡調査概報ＸＩ

高岡市埋蔵文化財報告書第48冊石塚江之戸遺跡調査概報

富山県埋蔵文化財センター年報平成１１年度

埋文とやま第75号

富山県舟橋村利田横枕遺跡発掘調査報告一送電線鉄塔建設工事に伴う発掘調査報告一

仏生寺城跡発掘調査報告

船橋村埋蔵文化財調査報告書６

(財)石川県埋蔵文化財センター年報（平成１１年度）

石川県埋蔵文化財‘情報第４号

石川県埋蔵文化財情報第５号

石川県埋蔵文化財情報第６号

いしかわの遺跡第７号

いしかわの遺跡第８号

いしかわの遺跡第９号

加賀市松山Ｃ遺跡一ふるさと支援道路整備工事（主要地方道山中伊切線）に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

金沢市藤江Ｂ遺跡Ｉ金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書８

金沢市藤江Ｂ遺跡Ⅱ金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書９

金沢市藤江Ｂ遺跡Ⅲ金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書1０

金沢市藤江Ｃ遺跡Ｉ金沢西部地区土地区画整理事業にかかる埋蔵文化財発掘調査報告書２
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発行機関

神林村教育委員会

〃

越路町教育委員会

塩沢町教育委員会

上越市教育委員会

津南町教育委員会

〃

燕市教育委員会

十日町市教育委員会

〃

〃

〃

豊栄市博物館

長岡市教育委員会

参

〃

長岡市立科学博物館

中郷村教育委員会

〃

〃

新潟県教育庁文化行政課

文化係

新潟県考古学会

参

新潟大学人文学部考古学

研究室

西山町教育委員会

〃

真野町教育委員会

村上市教育委員会

和島村教育委員会

(財)富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

〃

〃

〃

〃

魚津市教育委員会

高岡市教育委員会

〃

〃

〃

〃

少

〃

富山県埋蔵文化財センター

〃

舟橋村教育委員会

〃

参

㈱石川県埋蔵文化財センター

〃

参

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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石川 小松市ブッシヨウジヤマ古墳群一般国道360号特定交通安全施設等整備（二種）事業に係る発掘調査報告書

三社町遺跡北陸新幹線西石動信号場・金沢間建設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

志賀町甘田タイ遺跡一農用地総合整備事業（羽咋区域甘田工区）に係る埋蔵文化財調査一

田鶴浜町三引Ｅ遺跡・三弓|Ｆ遺跡一般国道470号線（能越自動車道）改良工事及び主要地方道氷見田鶴浜線

建設工事に係る埋蔵文化財緊急発掘調査報告書（１）

田鶴浜町三引遣跡Ｉ（上層編）一般国道470号線（能越自動車道）改良工事及び主要地方道氷見田鶴浜線建

設工事に係る埋蔵文化財緊急発掘調査報告書（Ⅱ）

七尾市赤浦やまあと遺跡県営圃場整備事業西湊地区（第１工区）に係る発掘調査報告書

発見１古代のお触れ書き

松任市乾遺跡発掘調査報告書Ａ・Ｃ区下層編

史跡須曽蝦夷穴古墳Ⅱ－発掘調査報告書一

八ヶ崎カミノマエ・カマヤノシヨド遺跡発掘調査報告書

側石川県埋蔵文化財センター

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

能登島町教育委員会

〃

静岡 特別史跡登呂遺跡発掘調査概要報告書Ⅱ静岡市埋蔵文化財調査報告5７

ふちゆ～るNo.９平成１１年度静岡市文化財年報

袋井市駅前第二地区土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書２掛之上遺跡Ⅶ

静岡市教育委員会

〃

袋井市教育委員会

愛知 城山キャッスルヒルカントリークラブ建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

神明遺跡Ⅱ（２冊分）豊田市埋蔵文化財発掘調査報告書第17集

郷土資料館だより３６号

三味線塚古墳豊田市埋葬文化財発掘調査報告書第18集

豊田市郷士資料館だよりNo.3７

豊田市郷土資料館だよりNo.3８

豊田市埋蔵文化財発掘調査報告書第１６集不動１．２号墳山ノ神古墳神明社古墳

豊田市埋蔵文化財発掘調査報告書第19集新金山遺跡

豊橋市埋蔵文化財発掘調査報告書第55集吉田城吐（Ⅳ）

豊橋市埋蔵文化財発掘調査報告書第56集奈木４号墳柳生川南部地区試掘調査

豊橋市埋蔵文化財発掘調査報告書第57集高井遺跡（Ⅱ）・荒木２号墳・下角庵遺跡

豊橋市埋蔵文化財発掘調査報告書第58集本郷遺跡（１）

豊橋市埋蔵文化財発掘調査報告書第５集岩屋下古窯

平成十二年度三ツ山古墳調査概要（Ⅲ）

名古屋市文化財調査報告書４９埋蔵文化財調査報告書3６
|'詞画④

名古屋市文化財調査報告書５０埋蔵文化財調査報告書3７

名古屋市文化財調査報告書５１埋蔵文化財調査報告書3８

名古屋市文化財調査報告書５２埋蔵文化財調査報告書3９

特別展図録はじまりのムラーなごやに稲作が伝わった頃一

名古屋市見晴台考古資料館研究紀要第３号

見晴台教室'0０

見晴台考古資料館年報1８２０００（平成１２）年度事業報告

一宮町教育委員会

豊田市教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

参

〃

〃

〃

〃

名古屋市教育委員会

〃

〃

〃

名古屋市見晴台考古資料館

〃

〃

〃

大阪 古墳時代前・中期における埋葬人骨と親族関係

侍兼山遺跡Ⅲ

勝福寺古墳測量調査報告

海塚遺跡発掘調査概要貝塚市埋蔵文化財調査報告第50集

貝塚市遺跡群発掘調査概要２２貝塚市埋蔵文化財調査報告第54集

貝塚市遺跡発掘調査概要２３貝塚市埋蔵文化財調査報告第58集

貝塚市内遺跡発掘調査概要貝塚市埋蔵文化財調査報告第56集

加治・神前・畠中遺跡発掘調査概要９貝塚市埋蔵文化財調査報告第57集

沢共同墓地遺跡発掘調査概要貝塚市埋蔵文化財調査報告第52集

沢城跡発掘調査概要貝塚市埋蔵文化財調査報告第51集

津田北遺跡発掘調査報告書貝塚市埋蔵文化財調査報告第53集

大阪大学大学院文学研究

科考古学研究室

〃

参

貝塚市教育委員会

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

京都 城陽市埋蔵文化財調査報告書第３９．４０．４１集 城陽市教育委員会

奈良 天理大学考古学研究室紀要古事第５冊

奈良市埋蔵文化財センター紀要1998

奈良市埋蔵文化財センター紀要1999

奈良市埋蔵文化財センター紀要2000

奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成１０年度

奈良市埋蔵文化財調査概要報告書平成11年度

理大学歴史文化学科考

古学専攻研究室

奈良市教育委員会

ク

〃

〃

〃

岡 足守藩武家屋敷跡．Ⅱ

岡山市文化財調査の概要（平成１１年度）

三手向原遺跡

史跡岡山城跡本丸下の段発掘調査報告

岡山市教育委員会

〃

参

〃

広島 尾道市埋蔵文化財調査報告書第29集尾道遺跡一市街地遺跡発掘調査概要-1999 尾道市教育委員会

山口 あやらぎ下関市立考古博物館博物館だよりNo.５

弥生時代・日本海地域の交流平成１３年度企画展図録

下関市立考古博物館

参



者旧道
府県

徳島

福岡

佐賀

本

書名

徳島県埋蔵文化財センター調査概報第３集阿讃山脈東南縁の古墳群

徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第30集新蔵町１丁目遺跡企業局総合管理事務所地点Ⅱ

徳島県埋蔵文化財センター調査報告書第31集新蔵町３丁目遺跡徳島保健所地点

徳島県埋蔵文化財センター年報Vol・’11999年度

鵜木横道遺跡大刀洗町文化財調査報告書第21集

佐賀市文化財調査報告書第119集野中遺跡（１．２区の調査）

佐賀市文化財調査報告書第120集石土井遺跡１－１区の調査一

佐賀市文化財調査報告書第121集増田遺跡Ｖ－７区の調査一

佐賀市文化財調査報告書第122集佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書－１９９７．１９９８年度一

佐賀市文化財調査報告書第123集上岸川遺跡－１区の調査一

佐賀市文化財調査報告書第124集徳永遺跡群Ⅳ・徳永遺跡１０区一佐賀市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発

掘調査報告書１０－

佐賀市文化財調査報告書第125集徳永遺跡群Ｖ徳永遺跡１２区一佐賀市久保泉工業団地関係埋蔵文化財発

掘調査報告書''一

佐賀市文化財調査報告書第126集上和泉遺跡群Ⅱ上場遺跡２区一佐賀市久保泉工業団地関係埋蔵文化財

発掘調査報告書１２－

鎮西町文化財発掘調査報告書第１９集長宗我部元親陣跡

池辺寺跡Ⅲ平成１０．１１年度発掘調査報告書

神水遺跡Ⅳ第５．１８次調査区発掘調査報告書

熊本市埋蔵文化財調査年報第４号平成11年度

熊本市埋蔵文化財発掘調査報告集平成11.12年度

特別史跡熊本城跡石垣保存修理・発掘調査報告書
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〃

〃

〃

〃

鎮西町教育委員会

熊本市教育委員会

〃

〃

〃

〃
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